
３週間に１回、静脈から点滴で投与します。初回は90分かけて投与し、無理なく実施できた場合、2
回目以降は投与時間が30分に短縮可能です。
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～投与方法と副作用～
前回は、抗体薬物複合体のおさらいとダトロウェイ®について、今回はダトロウェイ®の投与方法や注意すべ
き副作用について紹介します。

この中でも、臨床試験において発生頻度が高いと報告されているのが、角膜※障害（14.4%）と、口内炎
（50%）です。主な症状、予防・軽減のためのセルフケアとして以下のようなものがあります。

角膜障害 口内炎

主な症状

・眼がゴロゴロする、痛い
・物が見えづらい
・眼が乾燥する・涙の量が増える
・いつもよりまぶしく感じる
・眼が充血する

唇や口の中に
・痛みがあり食事しづらい
・違和感（ガサガサ・ゴワゴワ）がある
・赤みやただれ、腫れがある
・血がにじむことがある

基本のケア

①点眼（6回程度/日）
→眼のうるおいを保ち、眼へ移行したダトロウェイ®の成分を
洗い流す。

②コンタクトレンズの使用を控える
→眼の表面に刺激やキズを与えない。

①歯磨き（2～3回/日）
→口の中を清潔に。やわらかい歯ブラシやデンタルフロス等で
ていねいに。
②うがい（4回以上/日）
→口腔粘膜の乾燥を予防し潤いを保つ。1回1分を目安に。
水道水や生理食塩水（アルコールを含まないうがい液）で。

その他注意点 ・パソコンやスマートフォンの長時間使用を控える
・部屋の湿度を保つ

・刺激の強い食べ物、お酒やタバコを控える
・加湿器やマスクで就寝中の口腔内乾燥予防

ダトロウェイ®の治療を受ける患者様向けに、角膜障害および口内炎予防を目的としたスターターキットの案内を
行っています。何かご質問がありましたら、いつでもスタッフにお尋ねください。

※角膜とは？ 黒目の表面の透明な膜で、外的刺激や異物
から眼を保護する機能があり、通常涙で覆われています。

■角膜障害、ドライアイ ■口内炎 ■骨髄抑制（白血球
や赤血球、血小板の数が減る）
■間質性肺炎 ■吐き気 ■倦怠感 ■脱毛など

一般的な抗がん剤と比較して副作用
は軽減されていますが、全く副作用がな
いわけではありません。主な副作用とし
て右記のものがあります。

ダトロウェイ®の主な副作用
主な副作用

乳がん高度検診・治療センター

新たな抗体薬物複合体「ダトロウェイ®」の登場

ダトロウェイ®の投与方法（スケジュール）
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